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EQ \* jc2 \* "Font:游ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(あたぎ),安宅)

EQ \* jc2 \* "Font:游ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(し),氏)

EQ \* jc2 \* "Font:游ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(じょうかん),城館)

EQ \* jc2 \* "Font:游ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(あと),跡)の史跡新規指定について

国の文化審議会（会長　佐藤　信）は、令和元年11月15日（金）に開催される同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、白浜町所在の安宅氏城館跡を国の史跡に新規指定することを文部科学大臣に答申する予定です。

記

１　新規指定される文化財

・名　　　称　　EQ \* jc2 \* "Font:游ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あたぎ),安宅)

EQ \* jc2 \* "Font:游ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(し),氏)

EQ \* jc2 \* "Font:游ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(じょうかん),城館)

EQ \* jc2 \* "Font:游ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あと),跡)
　　　・所　　　在　　西牟婁郡白浜町安宅城ノ内１０３番外　４５筆等
＊詳細は別紙１のとおり

・意見具申者　　白浜町
※今回の安宅氏城館跡の国史跡指定により、県内の国指定史跡の件数は２８件（特別史跡１件含む）となります。
	報道解禁（文化庁と同時発表のため）

○テレビ・ラジオ・インターネットは、11月15日（金）17時メド

○新聞は、11月16日（土）朝刊以降 でお願いします。

（万が一、答申が遅れた場合は別途連絡いたします。）


※写真等データは、e5007001@pref.wakayama.lg.jp までご連絡いただければ提供します。なお、安宅氏城館跡に関するすべての写真・図は白浜町より提供いただいておりますので、クレジットにつきましては、「白浜町提供」でお願いいたします。
　＊安宅氏城館跡に関する写真・図の詳細については、

白浜町教育委員会（０７３９－４３－５８３０）へお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別　紙　１　
EQ \* jc2 \* "Font:游ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(あたぎ),安宅)

EQ \* jc2 \* "Font:游ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(し),氏)

EQ \* jc2 \* "Font:游ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(じょうかん),城館)

EQ \* jc2 \* "Font:游ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(あと),跡)の概要
　安宅氏城館跡は、鎌倉時代末期から南北朝の動乱を経て、室町・戦国時代の紀伊国の複雑な政治情勢の中で、安宅氏が地方領主（熊野水軍）として、自らの領域を支配するために築いた城館群です。
安宅氏城館跡は、安宅氏の本拠である安宅氏居館跡をはじめとし、八幡山城跡、中山城跡、土井城跡、要害山城跡、大野城跡、勝山城跡及び大向出城からなり（今回指定はこのうち安宅氏居館跡、八幡山城跡、中山城跡、土井城跡、要害山城跡の5か所）、それぞれが固有の役割・性格を担っています。

これらの城館跡は、列島の東西を結ぶ海上交通の結節点である紀伊半島南岸部において、安宅氏が自律的な領域支配をおこなっていたという証左となります。

とくに戦国期においては、隣接する勢力との抗争の中で、戦略的に城館を築城している状況が確認でき、中世の熊野水軍の領域支配の様相の一端を示しています。また、他の熊野水軍の城館跡と比較して、卓越した規模かつ良好に遺存し、それらが相互に関連している様相が窺え、熊野水軍の存在形態を示す城館跡として貴重です。
　※安宅氏城館跡は、下記の点で史跡の価値を持つことが評価されました。

○鎌倉時代から戦国時代の水軍領主の活動や領域支配の実態と紀伊半島の政治情勢を知ることができる。

○水軍領主安宅氏の領域支配の実態がわかる、豊富な史料をもち、良好な状態で保存されている。
　
指定面積

指定対象地　　　　１２２，４３１．６７㎡
　　　　　　　　　　　　　
